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１．化学物質等及び会社情報

化学物質等の名称 ジク ロロペンタフ ルオロプ ロパン ( 別名ＨＣＦ Ｃ‐２２５)

( D i ch l o ropen ta f l uo rop ropa ne )

製品コー ド 20B 0410

会社名 ○○○○株式会社

住所 東京都△△区△△町△丁目△△番地

電話番号 03-1234-5678

緊急時の電話番号 03-1234-5678

F A X番号 03-1234-5678

メールアドレス 　　　　

推奨用途及び使用上の制限

 

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類

分類実施日 H 18 .11 .20　（環境に対す る有害性についてはH 18 .3 .31）、GH S分

類マニュ アル（H 18 .2 .10  版）を使用

物理化学的危険性 火薬類 分類対象外

  可燃性・引火性ガス 分類対象外

  可燃性・引火性エ アゾ ー ル 分類対象外

  支燃性・酸化性ガス類 分類対象外

  高圧ガス 分類対象外

  引火性液体 区分外

  可燃性固体 分類対象外

  自己反応性化学品 分類対象外

  自然発火性液体 区分外

  自然発火性固体 分類対象外

  自己発熱性化学品 区分外

  水反応可燃性化学品 分類対象外

  酸化性液体 分類対象外

  酸化性固体 分類対象外

  有機過酸化物 分類対象外

  金属腐食性物質 分類できない

健康に対する有害性 急性毒性（経口） 区分外

  急性毒性（経皮） 分類できない

  急性毒性（吸入：ガス） 分類対象外

  急性毒性（吸入：蒸気） 区分5

  急性毒性（吸入：粉じん ） 分類対象外

  急性毒性（吸入：ミスト） 分類できない

  皮膚腐食性・刺激性 分類できない

  眼に対す る重篤な損傷・眼刺

激性

分類できない

  呼吸器感作性 分類できない

  皮膚感作性 分類できない

  生殖細胞変異原性 分類できない

  発がん 性 分類できない

  生殖毒性 分類できない

  特定標的臓器・全身毒性（単

回ばく露）

区分3（麻酔作用、気道刺激性）

  特定標的臓器・全身毒性（反

復ばく露）

分類できない

  吸引性呼吸器有害性 分類できない

環境に対する有害性 水生環境急性有害性 分類できない

  水生環境慢性有害性 分類できない

ラベル要素

絵表示又はシンボル

注意喚起語 警告

危険有害性情報 吸入す ると有害のおそれ

  （気道刺激性）　呼吸器への刺激のおそれ（麻酔作用）　　眠気ま た

はめ ま いのおそれ

注意書き

  【安全対策】
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  ミスト、蒸気、スプ レー の吸入を避けるこ と。

  屋外又は換気の良い区域でのみ使用す るこ と。

  【応急措置】

  吸入した場合、被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しや

す い姿勢で休息させるこ と。

  吸入した場合：気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

  【保管】

  容器を密閉して換気の良い場所で保管す るこ と。

  施錠して保管す るこ と。

  【廃棄】

  内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理

業者に業務委託す るこ と。

国・地域情報

 

３ ．組成及び成分情報

化学物質

化学名又は一般名 ジク ロロペンタフ ルオロプ ロパン

別名

分子式（分子量） C3H C l 2F 5  ( 202 .937 )

化学特性（示性式又は構造式）

Ｃ Ａ Ｓ番号 ：

官報公示整理番号（化審法・安衛

法）

化審法:

安衛法:

分類に寄与する不純物及び安定化

添加物

デ ー タなし

濃度又は濃度範囲 100%

 

４ ．応急措置

吸入した場合 被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやす い姿勢で休

息させるこ と。

  気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

皮膚に付着した場合 水と石鹸で洗うこ と。

  皮膚刺激が生じた場合、医師の診断、手当てを受けるこ と。

  気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

目に入った場合 水で数分間注意深く洗うこ と。

  眼の刺激が持続す る場合は、医師の診断、手当てを受けるこ と。

  気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

飲み込んだ場合 口をす す ぐこ と。

  気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

予想される急性症状及び遅発性症

状

デ ー タなし

最も重要な兆候及び症状 デ ー タなし

応急措置をする者の保護 デ ー タなし

医師に対する特別注意事項 デ ー タなし

 

５ ．火災時の措置

消火剤 水噴霧、泡消火剤、粉末消火剤、炭酸ガス、乾燥砂類

使ってはならない消火剤 棒状放水

特有の危険有害性 不燃性であり、それ自身は燃えないが、加熱されると分解して、腐

食性及び /又は毒性の煙霧を発生す るおそれがある。

  加熱により容器が爆発す るおそれがある。

  危険でなければ火災区域から 容器を移動す る。

  物理的危険性：空気より重く、天井の低い場所では滞留して酸素欠

乏になるこ とがある。

  化学的危険性：高温面や炎に触れると分解して、有毒で腐食性の

ガス（塩化水素、フ ッ化水素など ）が生成される。

消火を行う者の保護 消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学用保護衣を着用す る。

 

６ ．漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具およ

び緊急措置

漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。

  直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離す る。

  関係者以外の立入りを禁止す る。

  風上に留ま る。

  作業者は適切な保護具（『８．ばく露防止措置及び 保護措置』の項

を参照）を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。

  低地から 離れる。

  密閉された場所は換気す る。

環境に対する注意事項 環境中に放出してはなら ない。
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回収・中和 漏洩物を掃き集め て密閉できる空容器に回収し、後で廃棄処理す

る。

封じ込め及び浄化方法・機材 危険がなければ漏れをとめ る。

二次災害の防止策 す べての発火源を速やかに取除く（近傍での喫煙、火花や火炎の

禁止）。

  危険がなければ漏れをとめ る。

 

７ ．取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策 『８．ばく露防止及び 保護措置』に記載の設備対策を行い、保護具

を着用す る。

局所排気・全体換気 『８．ばく露防止及び 保護措置』に記載の局所排気、全体換気を行

う。

安全取扱い注意事項 ミスト、蒸気、スプ レー の吸入を避けるこ と。

  屋外又は換気の良い区域でのみ使用す るこ と。

接触回避 デ ー タなし

保管

技術的対策 特別に技術的対策は必要としない。

混触危険物質 デ ー タなし

保管条件 冷所、換気の良い場所で保管す るこ と。

  容器を密閉して保管す るこ と。

容器包装材料 デ ー タなし

 

８ ．ば く露防止及び保護措置

管理濃度 未設定

許容濃度（ばく露限界値、生物学的

ばく露指標）

日本産衛学会（ 2 0 0 7年版 ） 未設定

Ａ ＣＧ Ｉ Ｈ （ 2 0 0 7年版 ） 未設定

設備対策 空気中の濃度を制御す るには、一般適正換気で十分である。

  本製品を貯蔵又は使用す る設備は、眼洗浄施設及び 安全シャ ワー

を設置したほうがよい。

保護具

呼吸器の保護具 適切な呼吸器保護具を着用す るこ と。

手の保護具 適切な保護手袋を着用す るこ と。

眼の保護具 適切な眼の保護具を着用す るこ と。

皮膚及び身体の保護具 適切な保護衣を着用す るこ と。

衛生対策 取扱い後はよく手を洗うこ と。

 

９ ．物理的及び化学的性質

物理的状態

形状 液体

色 デ ー タなし

臭い デ ー タなし

ｐＨ デ ー タなし

融点・凝固点 -94℃ ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  N ITE

総合検索 ( A cces s  on  Dec .2008 ) -97℃ ( 1 ,3-ジク ロ

ロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  N ITE総合検索 ( A cces s

on  Dec .2008 ) 　

沸点、初留点及び沸騰範囲 52℃ ( 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  N ITE総

合検索 ( A cces s  on  Dec .2008 ) 51 .1℃ ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-

ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  H SDB  ( 2006 )

引火点 引火せず

自然発火温度 デ ー タなし

燃焼性（固体、ガス ） デ ー タなし

爆発範囲 不燃性 : PR TR 対象物質全デ ー タ ( 2001 )

蒸気圧 240mmH g  ( 25℃)  ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタフ ルオロプ ロパ

ン)  :  H SDB  ( 2006 ) 286mmH g  ( 25℃)  ( 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-

ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  H SDB  ( 2006 )

蒸気密度 デ ー タなし

蒸発速度（酢酸ブチル＝１ ） デ ー タなし

比重（密度 ） 1 .54g /cm3  ( 25℃)  ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタフ ルオロプ ロ

パン)  :  N ITE総合検索 ( A cces s  on  Dec .2008 ) 1 .55g /cm3

( 25℃)  ( 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  N ITE

総合検索 ( A cces s  on  Dec .2008 ) 　

溶解度 水 : 25 .3  mg /L ( 25℃)  ( 推定値)  ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペン

タフ ルオロプ ロパン)  :  PH YSPR OP Da ta ba s e  ( A cces s  on

Dec .2008 ) 水 : 25 .3  mg /L ( 25℃)  ( 推定値)  ( 1 ,3-ジク ロ

ロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  PH YSPR OP Da ta ba s e

( A cces s  on  Dec .2008 ) 　
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オク タノール ・水分配係数 l o g  Pow=3 .2  ( 3 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :

N ITE総合検索 ( A cces s  on  Dec .2008 ) l og  Pow=3 .1  ( 1 ,3-ジク

ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタフ ルオロプ ロパン)  :  N ITE総合検索

( A cces s  on  Dec .2008 ) 　

分解温度 デ ー タなし

粘度 デ ー タなし

粉じん爆発下限濃度 デ ー タなし

最小発火エネルギー デ ー タなし

体積抵抗率 (導電率 ) デ ー タなし

 

１ ０ ．安定性及び反応性

安定性 法規制に従っ た保管及び 取扱においては安定と考えら れる

危険有害反応可能性 デ ー タなし

避けるべき条件 デ ー タなし

混触危険物質 デ ー タなし

危険有害な分解生成物 デ ー タなし

 

１ １ ．有害性情報

急性毒性  

経口 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタオロプ ロパン、および 3,3-ジク ロ

ロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタオロプ ロパンでは、ラ ットを用いた経口投与試

験 LD50  >5 ,000  mg /k g （R TECS ( 2006 ) ）とのデ ー タがある。こ

れに基づき、区分外とした。

経皮 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタオロプ ロパンおよび 3,3-ジク ロ

ロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタオロプ ロパンでは、ラ ットを用いた経皮投与試

験 LD50  >2 ,000  mg /k g （R TECS ( 2006 ) ）とのデ ー タがある。こ

れに基づき、区分外ま たは区分5が該当す ると考えら れるが、区分

5を判定す るデ ー タが不足しているため 、分類できないとした。

吸入 吸入（ガス） : GH Sの定義による液体であるため 、ガスで

の吸入は想定されず 、分類対象外とした。

  吸入（蒸気）: 1 ,3-ジク ロロ-1 ,1 ,2 ,2 ,3-ペンタオロプ ロパン

では、ラ ットを用いた吸入ばく露試験 ( 蒸

気)  のLC50　  262 .78mg /L（4時間）

（R TECS( 2006 ) ) が得ら れた。飽和蒸気圧

286mmH g ( 25℃）[換算値38 .1ｋPa （25℃）]

（H SDB ( 2006 ) ) における飽和蒸気圧濃度は

377000ppm  である。今回得ら れたLC50

は、飽和蒸気圧濃度の90％より低い濃度で

あるため 、「蒸気」として、区分5とした。3 ,3-

ジク ロロ-1 ,1 ,1 ,2 ,2-ペンタオロプ ロパンで

は、ラ ットを用いた吸入ばく露試験 ( 蒸気)

のLC50　 309 .6mg /L( 4時間) （R TECS

( 2006 ) ）が得ら れた。飽和蒸気圧　

240mmH g ( 25℃）[換算値32 .0ｋPa （25℃）]

（H SDB ( 2006 ) ) における飽和蒸気圧濃度は

317000ppm  である。今回得ら れたLC50

は、飽和蒸気圧濃度の90％より低い濃度で

あるため 、「蒸気」として、区分5とした。以上

から 本物質は区分5とした。

  吸入（ミスト） : デ ー タなし

皮膚腐食性・刺激性 デ ー タなし

眼に対する重篤な損傷・刺激性 デ ー タなし

呼吸器感作性又は皮膚感作性 デ ー タなし

生殖細胞変異原性 デ ー タなし

発がん性 デ ー タなし

生殖毒性 デ ー タなし

特定標的臓器・全身毒性（単回ばく

露 ）

実験動物については、「傾眠」、「気管も しくは気管支の構造的ま た

は機能的変化」( R TECS ( 2006 ) ) 等の記述があるこ とから 、気道刺

激性、麻酔作用を有す ると考えら れた。以上より、分類は区分3( 麻

酔作用、気道刺激性) とした。

特定標的臓器・全身毒性（反復ばく

露 ）

デ ー タ不足のため 分類できない

吸引性呼吸器有害性 デ ー タなし

 

１ ２ ．環境影響情報

水生環境急性有害性 デ ー タがなく分類できない。

水生環境慢性有害性 デ ー タがなく分類できない。

 

１ ３ ．廃棄上の注意
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残余廃棄物 廃棄の前に、可能な限り無害化、安定化及び 中和等の処理を行っ

て危険有害性のレベルを低い状態にす る。

  廃棄においては、関連法規並び に地方自治体の基準に従うこ と。

汚染容器及び包装 容器は清浄にしてリサイク ルす るか、関連法規並び に地方自治体

の基準に従っ て適切な処分を行う。

  空容器を廃棄す る場合は、内容物を完全に除去す るこ と。

 

１ ４ ．輸送上の注意

国際規制

海上規制情報 該当しない

航空規制情報 該当しない

U N N o . 該当しない

国内規制

陸上規制情報 該当しない

海上規制情報 該当しない

航空規制情報 該当しない

 

特別安全対策 移送時にイエ ロー カー ドの保持が必要。

  食品や飼料と一緒に輸送してはなら ない。

  重量物を上積みしない。

  輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのない

ように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

 

１ ５ ．適用法令

大気汚染防止法 揮発性有機化合物対象外物質（法第２条４項、令第２条の２）

化学物質排出把握管理促進法（Ｐ Ｒ

ＴＲ法 ）

第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１）（政

令番号：6）

 

１ ６ ．その他の情報

参考文献 各デ ー タ毎に記載した。

2025/02/10 17:31 職場のあんぜんサイト：化学物質：GHSモデル SDS情報

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/20B0410.html 5/5

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/ref_gmsds.html

